



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宝山区 嵐峰山区 計 宝山区 嵐峰山区 計 宝山区 嵐峰山区 計
隋 開皇～仁寿 580～604 6 0 6 6 0 6 2 0 2 33.3％
唐
貞観 627～649 9 11 20 8 9 17 7 8 15 88.2％
永徽 650～655 6 6 12 2 4 6 1 4 5 83.3％
顕慶 656～661 2 9 11 0 8 8 0 6 6 75.0％
龍朔～長安 661～704 2 7 9 0 5 5 0 5 5 100.0％
開元 713～741 3 0 3 0 0 0 0 0 0 ─
天宝 742～756 1 0 1 1 0 1 1 0 1 100.0％
計 29 33 62 17 26 43 11 23 34 79.1％
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（345）924
僧
伽
の
真
身
像
は
無
事
だ
っ
た
と
い
う
。『
参
天
台
五
台
山
記
』
巻
三
、
熙
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
九
月
二
十
一
日
条
に
は
、
成
尋
（
一
〇
一
一
〜
一
〇
八
一
）
ら
が
同
寺
で
再
建
・
重
修
さ
れ
た
本
塔
を
拝
し
た
記
述
が
み
え
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
僧
伽
の
真
身
像
の
前
に
は
「
脇
足
（
息
）」、
つ
ま
り
凭
几
が
あ
っ
た
と
い
う
）
23
（
。
墓
塔
に
安
置
さ
れ
た
亡
僧
の
肖
像
が
凭
几
を
と
も
な
う
点
は
霊
泉
寺
塔
林
と
同
様
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
　
ま
た
、
北
宋
晩
期
か
ら
南
宋
お
よ
び
金
時
代
、
す
な
わ
ち
十
二
世
紀
の
作
例
に
は
実
際
に
凭
几
を
と
も
な
う
僧
伽
像
が
確
認
さ
れ
る
）
24
（
。
・ 
大
足
北
山
仏
湾
一
七
七
号
窟
（
図
８
）（
重
慶
市
大
足
区
）　
北
宋
・
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
・
清
凉
山
万
仏
洞
後
壁
（
陝
西
省
延
安
市
宝
塔
区
）　
北
宋
晩
期
・
招
安
石
窟
第
三
窟
後
壁
（
陝
西
省
延
安
市
安
塞
区
）　
北
宋
晩
期
・
石
仏
寺
四
号
龕
（
重
慶
市
江
津
区
）　
南
宋
・
紹
興
二
二
年
（
一
一
五
二
）
・
石
泓
寺
第
二
窟
後
壁
（
陝
西
省
延
安
市
富
県
）
 
金
・
皇
統
元
年
（
一
一
四
一
）
〜
貞
元
二
年
（
一
一
五
四
）
・
大
足
多
宝
塔
一
二
五
龕
（
重
慶
市
大
足
区
）
 
南
宋
・
紹
興
十
七
〜
二
五
年
（
一
一
四
七
〜
一
一
五
五
）
・
石
彫
僧
伽
像
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）　
十
二
世
紀
　
こ
れ
ら
の
僧
伽
像
は
主
に
延
安
お
よ
び
重
慶
地
域
で
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
身
体
の
前
面
に
三
足
凭
几
を
置
き
、
拱
手
な
い
し
禅
定
印
を
結
ぶ
。
三
足
凭
几
は
獣
脚
と
し
、
天
板
と
脚
部
の
接
続
部
に
は
獣
首
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
多
い
。
凭
几
を
と
も
な
う
僧
伽
像
の
出
現
を
当
地
の
道
教
像
の
影
響
と
す
る
説
も
あ
る
が
）
25
（
、
先
述
の
真
身
像
を
原
像
と
す
る
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
（
二
）
宣
城
龍
興
寺
の
国
一
大
師
法
欽
墓
塔
像
　
ま
た
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
九
、
法
欽
伝
に
は
大
暦
八
年
（
七
七
三
）、
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
市
）
の
龍
興
寺
で
入
寂
し
た
国
一
大
師
法
欽
（
七
〇
一
〜
七
七
三
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
以
全
身
起
塔
于
龍
興
浄
院
。（
中
略
）
欽
形
貌
魁
岸
、
身
裁
七
尺
、
骨
法
奇
異
。
今
塔
中
塑
師
之
貌
凭
几
猶
生
焉
）
26
（
。
図８　大足北山仏湾　第177号窟
　　　北宋・靖康元年（1126）
923（346）
（〔
法
欽
の
〕
全
身
〔
の
遺
骨
〕
を
も
っ
て
龍
興
〔
寺
〕
浄
院
に
塔
を
起
て
た
。
（
中
略
）〔
法
〕
欽
は
容
姿
が
大
き
く
て
た
く
ま
し
く
、
身
の
丈
は
七
尺
で
、
骨
格
は
奇
異
で
あ
っ
た
。
今
塔
の
中
の
塑
作
さ
れ
た
師
の
容
貌
は
几
に
も
た
れ
て
あ
た
か
も
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。）
　
龍
興
寺
の
浄
院
に
起
て
ら
れ
た
墓
塔
の
「
塔
中
」
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
法
欽
の
塑
像
は
霊
泉
寺
塔
林
の
仏
僧
像
を
想
起
さ
せ
、
さ
ら
に
凭
几
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
法
欽
像
の
様
相
は
「
形
貌
魁
岸
、
身
裁
七
尺
、
骨
法
奇
異
」
と
記
さ
れ
る
容
姿
の
特
徴
を
忠
実
に
備
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
　
法
欽
像
の
塑
作
が
大
暦
八
年
の
起
塔
と
同
時
な
ら
ば
、
霊
泉
寺
塔
林
と
同
じ
く
墓
塔
に
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
を
あ
ら
わ
す
例
が
八
世
紀
後
半
の
江
南
地
域
に
も
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
同
伝
に
よ
れ
ば
法
欽
は
塔
下
に
土
葬
さ
れ
て
お
り
、
霊
泉
寺
塔
林
に
盛
行
し
た
林
葬
後
の
火
葬
と
は
異
な
る
。
（
三
）
施
福
寺
本
天
台
大
師
像
　
日
本
の
例
で
は
南
北
朝
時
代
の
作
と
さ
れ
る
施
福
寺
（
大
阪
府
和
泉
市
）
蔵
の
天
台
大
師
像
（
図
９
）
が
凭
几
を
と
も
な
い
、
同
様
の
天
台
大
師
像
は
室
町
時
代
以
降
の
作
例
が
近
畿
地
方
を
中
心
に
現
存
す
る
。
画
中
に
は
榻
の
上
に
獣
脚
の
三
足
凭
几
を
前
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）
が
正
面
向
き
で
描
か
れ
、
右
手
に
如
意
を
執
り
左
掌
は
凭
几
に
置
か
れ
る
。
　
こ
の
図
像
は
仁
和
寺
蔵
高
僧
図
像
（
平
安
時
代
・
長
寛
元
年
〈
一
一
六
三
〉）
の
天
台
大
師
像
と
同
系
統
と
思
わ
れ
、
正
面
向
き
の
構
図
や
凭
几
の
天
板
と
獣
脚
の
接
続
部
に
獣
首
を
あ
ら
わ
す
点
な
ど
は
中
国
画
の
影
響
と
み
ら
れ
る
。
霊
泉
寺
塔
林
の
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
も
正
面
向
き
で
、
右
手
に
何
ら
か
の
持
物
を
執
り
左
掌
を
凭
几
に
置
く
例
が
多
い
た
め
、
時
代
や
地
域
は
隔
た
る
が
両
者
の
図
像
形
式
に
は
連
関
が
う
か
が
え
る
。
　
な
お
、
隋
・
開
皇
十
一
年
（
五
九
一
）
十
一
月
に
晋
王
楊
広
（
の
ち
の
煬
帝
。
五
六
九
〜
六
一
八
）
は
智
顗
か
ら
菩
薩
戒
を
授
か
っ
た
。『
国
清
百
録
』
巻
二
に
載
る
こ
の
と
き
楊
広
が
智
顗
に
贈
っ
た
六
十
余
件
の
衣
物
の
目
録
中
に
は
「
白
檀
曲
几
一
枚
）
27
（
」
と
あ
り
、
ほ
か
に
も
袈
裟
や
犀
角
の
如
意
な
ど
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
像
に
描
か
れ
た
凭
几
や
各
種
衣
物
は
楊
広
か
ら
の
進
物
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
以
上
の
高
僧
像
の
例
を
踏
ま
え
る
と
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
は
必
ず
し
図９　天台大師像（部分）　大阪・施福寺蔵
　　　南北朝時代
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（347）922
も
霊
泉
寺
塔
林
に
限
っ
た
特
殊
な
例
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
僧
伽
真
身
像
や
法
欽
像
の
よ
う
な
墓
塔
に
安
置
な
い
し
あ
ら
わ
さ
れ
た
肖
像
が
凭
几
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
形
式
が
特
に
僧
の
遺
影
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
　
ま
た
、
霊
泉
寺
塔
林
と
施
福
寺
本
天
台
大
師
像
の
「
正
面
向
き
で
三
足
凭
几
を
前
に
し
、
右
手
に
持
物
を
執
り
左
掌
を
凭
几
に
置
く
」
と
い
う
形
式
上
の
共
通
点
は
、
こ
う
し
た
図
像
が
僧
の
肖
像
の
定
型
的
な
表
現
と
し
て
確
立
し
て
お
り
、
隋
唐
以
降
も
通
行
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
三
　
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
の
淵
源
　
前
章
で
唐
代
以
降
の
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
の
例
を
確
認
で
き
た
一
方
、
霊
泉
寺
塔
林
の
開
鑿
が
始
ま
っ
た
六
世
紀
末
以
前
に
同
様
の
例
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
霊
泉
寺
塔
林
以
前
か
ら
す
で
に
僧
の
肖
像
の
定
型
的
表
現
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
の
淵
源
と
思
し
き
「
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
」
が
四
〜
六
世
紀
を
通
じ
て
見
出
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
（
一
）
四
〜
五
世
紀
の
墓
主
像
　
墓
室
壁
画
、
棺
槨
、
副
葬
品
な
ど
に
墓
主
像
を
あ
ら
わ
す
例
は
多
数
知
ら
れ
て
い
る
が
、
後
漢
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
墓
主
像
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
構
図
や
形
式
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
写
実
性
や
個
性
を
重
ん
じ
た
墓
主
の
似
姿
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
霊
魂
や
生
前
の
生
活
風
景
を
表
象
す
る
記
号
的
図
像
と
さ
れ
る
）
28
（
。
　
霊
泉
寺
塔
林
と
の
関
わ
り
で
は
、
以
下
の
例
に
み
ら
れ
る
墓
主
像
が
い
ず
れ
も
身
体
の
前
面
に
凭
几
を
と
も
な
う
（
図
10
）。
ａ　
河
北
省
安
平
県
逯
家
荘
墓
）
29
（
　
中
右
側
室
南
壁
 
後
漢
・
熹
平
五
年
（
一
七
六
）
ｂ　
山
東
省
安
邱
県
韓
家
王
封
墓
）
30
（
　
後
室
北
壁
画
像
石　
後
漢
ｃ　
北
京
市
石
景
山
区
八
家
村
墓
）
31
（
　
前
室
石
龕
後
壁
 
西
晋
晩
期
〜
十
六
国
初
期
ｄ　
甘
粛
省
酒
泉
市
丁
家
閘
五
号
墓
）
32
（
　
前
室
西
壁　
北
涼
ｅ　
山
西
省
大
同
市
沙
嶺
七
号
墓
）
33
（
　
墓
室
東
壁
・
墓
室
出
土
漆
絵
断
片
 
北
魏
・
太
延
元
年
（
四
三
五
）
ｆ　
山
西
省
大
同
市
智
家
堡
墓
）
34
（
　
石
槨
北
壁　
北
魏
（
五
世
紀
末
）
　
右
の
う
ち
、
韓
家
王
封
墓
の
み
平
直
な
天
板
の
凭
几
で
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も
三
足
凭
几
で
あ
る
。
黒
色
で
描
か
れ
る
こ
と
の
多
い
凭
几
は
し
ば
し
ば
墓
主
の
衣
服
の
帯
と
誤
認
さ
れ
る
が
、
図
４
ａ
の
よ
う
な
黒
漆
塗
り
の
三
足
凭
几
の
天
板
と
脚
の
一
部
で
あ
ろ
う
）
35
（
。
　
さ
ら
に
、
同
様
の
墓
主
像
は
以
下
の
高
句
麗
壁
画
墓
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
11
）。
921（348）
図10　中国２世紀～５世紀の凭几をともなう墓主像
ａ　河北省安平県逯家荘墓
　　中右側室南壁　後漢・熹平５年（176）
ｂ　山東省安邱県韓家王封墓
　　後室北壁画像石（描き起こし）後漢
ｃ　北京市石景山区八家村墓
　　前室石龕後壁　西晋晩期～十六国初期
ｄ　甘粛省酒泉市丁家閘五号墓
　　前室西壁　北涼
ｅ－１　墓室東壁ｅ－２　墓室出土漆絵断片
ｅ　山西省大同市沙嶺七号墓　北魏・太延元年（435）
ｆ　山西省大同市智家堡墓
　　石槨北壁（描き起こし）　北魏（５世紀末）
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（349）920
ａ　
安
岳
三
号
墓
（
冬
寿
墓
）
36
（
）
 
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国 
黄
海
南
道
安
岳
郡
）　
三
五
七
年
ｂ　
台
城
里
一
号
墓
）
37
（
（
同 
南
浦
市
江
西
区
）　
四
世
紀
中
葉
ｃ　
徳
興
里
墓
）
38
（
（
同 
南
浦
市
江
西
区
）　
四
〇
九
年
　
門
田
誠
一
氏
は
こ
う
し
た
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
墓
主
像
に
漢
人
士
大
夫
と
し
て
の
表
象
を
指
摘
す
る
）
39
（
。
魏
晋
時
代
は
麈
尾
と
凭
几
が
士
大
夫
以
上
の
身
分
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
、
両
者
は
士
大
夫
と
し
て
の
属
性
を
可
視
的
に
示
す
器
物
で
あ
っ
た
。
特
に
高
句
麗
の
安
岳
三
号
墓
と
徳
興
里
墓
の
墓
主
は
亡
命
漢
人
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
敢
え
て
漢
人
士
大
夫
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
墓
主
が
中
華
世
界
な
い
し
漢
人
社
会
に
お
け
る
士
大
夫
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
可
視
化
し
た
の
だ
と
い
う
。
　
本
来
な
ら
ば
構
図
、
服
制
、
単
独
像
か
夫
婦
並
座
像
か
、
墓
主
像
の
あ
ら
わ
さ
れ
た
位
置
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
図
像
形
式
に
限
っ
て
み
れ
ば
右
の
諸
例
の
う
ち
八
家
村
墓
、
沙
嶺
七
号
墓
、
智
家
堡
墓
、
安
岳
三
号
墓
、
台
城
里
一
号
墓
、
徳
興
里
墓
の
墓
主
像
は
い
ず
れ
も
正
面
向
き
で
右
手
に
麈
尾
を
執
り
、
左
掌
は
凭
几
に
置
か
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
形
式
の
墓
主
像
が
少
な
か
ら
ず
四
〜
五
世
紀
の
華
北
地
域
や
朝
鮮
半
島
中
・
北
部
で
通
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
40
（
。
丁
家
閘
五
号
墓
の
墓
主
像
は
斜
め
向
き
に
端
坐
し
、
左
手
に
麈
尾
を
執
り
右
掌
を
凭
几
に
置
く
が
、
根
本
と
な
る
人
物
像
自
体
は
こ
れ
ら
と
同
系
統
の
図
像
と
い
え
、
そ
れ
が
四
世
紀
初
め
の
河
西
地
域
に
も
及
ん
で
い
た
と
わ
か
る
。
ま
た
、
逯
家
荘
墓
の
墓
主
像
は
団
扇
状
の
持
物
を
執
る
が
、
正
面
向
き
で
ｃ　徳興里墓
　　前室北壁（描き起こし）　409年
図11　高句麗の麈尾と凭几をともなう墓主像
ｂ　台城里一号墓
　　前室西側室（描き起こし）　４世紀中葉
ａ　安岳三号墓
　　西側室西壁（描き起こし）　357年
919（350）
右
手
に
持
物
を
執
り
凭
几
に
左
掌
を
置
く
点
で
、
こ
う
し
た
形
式
の
淵
源
が
後
漢
に
遡
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
持
物
は
麈
尾
で
な
い
も
の
の
霊
泉
寺
塔
林
や
施
福
寺
本
天
台
大
師
像
に
も
同
様
の
形
式
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
看
過
で
き
ず
、
仏
僧
の
肖
像
と
墓
主
像
の
図
像
的
連
関
を
う
か
が
わ
せ
る
。
も
っ
と
も
、
墓
主
像
の
凭
几
は
墓
主
の
両
手
や
袖
口
に
覆
わ
れ
て
天
板
と
脚
の
一
部
を
の
ぞ
か
せ
る
だ
け
だ
が
、
仏
僧
像
の
凭
几
は
ほ
ぼ
全
容
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
相
異
は
墓
主
像
が
凭
几
を
抱
え
込
む
姿
勢
を
と
る
の
に
対
し
、
仏
僧
像
は
あ
く
ま
で
凭
几
に
手
を
置
く
だ
け
で
、
も
た
れ
か
か
る
よ
う
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
因
る
。
（
二
）
六
世
紀
の
維
摩
像
・
道
教
像
　
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
墓
主
像
が
み
ら
れ
る
の
は
四
〜
五
世
紀
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に
六
世
紀
後
半
の
安
陽
を
治
下
と
し
た
東
魏
・
北
斉
の
墓
葬
に
三
足
凭
几
を
と
も
な
う
墓
主
像
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
維
摩
像
（
図
12
）
と
道
教
像
（
図
13
）
か
ら
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
は
六
世
紀
に
お
い
て
も
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
東
晋
の
顧
愷
之
が
創
始
し
た
維
摩
像
が
凭
几
を
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
現
存
す
る
早
い
例
で
は
五
世
紀
末
の
雲
岡
石
窟
第
五
窟
Ａ
洞
西
壁
の
維
摩
像
（
図
12
ａ
）
が
衣
冠
を
つ
け
、
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
。
ま
た
、
道
教
像
に
は
前
掲
の
墓
主
像
と
同
様
、
正
面
向
き
で
三
足
凭
几
を
前
に
し
、
右
手
に
麈
尾
を
執
り
左
掌
を
凭
几
に
置
く
形
式
の
作
例
が
北
周
か
ら
隋
唐
に
か
け
図12　中国南北朝時代の維摩像
ｂ　天龍山石窟第３窟将来　維摩坐像
　　大阪市立美術館蔵　東魏
ａ　雲岡石窟第５窟Ａ洞西壁
　　北魏（５世紀末）
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（351）918
て
多
数
確
認
で
き
る
。
齋
藤
龍
一
氏
に
よ
れ
ば
、
現
存
作
例
に
徴
す
る
限
り
凭
几
を
と
も
な
う
造
像
は
維
摩
像
が
先
行
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
西
魏
頃
か
ら
凭
几
を
と
も
な
う
道
教
像
が
出
現
し
た
と
い
う
）
41
（
。
　
維
摩
像
は
在
家
信
徒
の
維
摩
居
士
を
中
国
の
在
俗
者
の
姿
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
道
教
像
は
老
君
な
ど
の
道
教
の
尊
格
を
道
士
の
姿
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
根
底
に
漢
人
士
大
夫
の
姿
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
両
者
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
背
景
に
清
談
な
ど
を
介
し
た
儒
・
仏
・
道
の
三
教
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
学
に
よ
っ
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
42
（
。
四
川
省
成
都
市
西
安
路
出
土
の
石
像
（
図
14
）
は
こ
う
し
た
人
物
像
が
南
朝
に
も
存
在
し
た
証
左
だ
が
、
本
像
に
つ
い
て
維
摩
像
と
道
教
像
の
両
説
あ
る
こ
と
も
本
像
が
漢
人
士
大
夫
の
姿
に
範
を
と
っ
て
い
る
た
め
と
い
え
る
）
43
（
。
　
こ
の
よ
う
に
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
は
四
〜
五
世
紀
の
墓
主
像
や
六
世
紀
の
維
摩
像
・
道
教
像
に
み
ら
れ
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
漢
人
士
大
夫
の
姿
を
表
象
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、「
正
面
向
き
で
身
体
の
前
面
に
三
足
凭
几
を
と
も
な
い
、
右
手
に
持
物
を
執
り
左
掌
を
凭
几
に
置
く
」
と
い
う
形
式
が
霊
泉
寺
塔
林
の
諸
例
や
施
福
寺
本
天
台
大
師
像
と
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
あ
る
時
期
に
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
が
僧
の
肖
像
へ
転
用
さ
れ
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
成
立
し
た
と
考
え
る
。
　
特
に
、
霊
泉
寺
塔
林
や
前
掲
の
僧
伽
真
身
像
、
法
欽
像
の
よ
う
な
墓
塔
に
お
け
る
亡
僧
の
肖
像
が
凭
几
を
と
も
な
っ
て
い
た
事
例
は
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
図
像
形
式
上
の
共
通
点
の
み
な
ら
ず
、
遺
影
と
い
う
性
格
に
お
い
て
も
墓
主
像
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
は
四
〜
五
世
紀
に
行
な
わ
れ
て
い
た
在
俗
者
の
墓
主
像
を
転
図13　道教三尊像
　　　東京芸術大学大学美術館蔵
　　　北周・天和３年（568）
図14　四川省成都市
　　　西安路出土石彫像　６世紀
　　　（成都文物考古研究所Ｈ1：11号）
917（352）
用
し
て
成
立
し
た
、
僧
の
遺
影
の
一
形
式
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
遺
影
の
定
型
的
表
現
と
し
て
の
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
は
「
正
面
向
き
で
身
体
の
前
面
に
三
足
凭
几
を
置
く
」
こ
と
を
第
一
の
特
徴
と
し
、
さ
ら
に
「
両
手
を
凭
几
に
置
く
」
あ
る
い
は
「
右
手
で
持
物
を
執
り
、
左
掌
は
凭
几
に
置
く
」
も
の
と
定
義
で
き
よ
う
。
　
そ
の
成
立
時
期
の
上
限
は
、
顧
愷
之
が
東
晋
・
興
寧
年
間
に
創
始
し
た
凭
几
を
と
も
な
う
維
摩
像
が
漢
人
士
大
夫
の
図
像
を
仏
教
美
術
に
転
用
し
た
早
期
の
例
と
思
わ
れ
る
こ
と
や
、
次
章
で
述
べ
る
東
晋
末
頃
の
『
五
百
軽
重
事
』
に
講
説
と
凭
几
に
関
す
る
規
定
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
四
世
紀
後
半
〜
五
世
紀
初
頭
頃
ま
で
遡
り
得
る
。
　
な
お
、
当
時
の
仏
僧
の
遺
影
や
そ
れ
に
類
す
る
肖
像
の
制
作
に
つ
い
て
は
文
献
よ
り
以
下
の
よ
う
な
例
が
知
ら
れ
る
。
・ 
康
僧
会
（
？
〜
二
八
〇
）
の
画
像
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
孫
綽
（
三
一
四
〜
三
七
一
）
が
賛
を
つ
く
っ
た
（『
高
僧
伝
』
巻
一
、
康
僧
会
伝
）
・ 
支
遁
（
三
一
四
〜
三
六
六
）
が
竺
法
護
（
二
三
一
？
〜
三
〇
八
？
）
の
像
賛
を
つ
く
っ
た
（『
高
僧
伝
』
巻
四
、
竺
曇
摩
羅
刹
伝
）
・ 
支
遁
が
客
死
し
た
于
法
蘭
を
追
慕
し
像
と
賛
を
つ
く
っ
た
（『
高
僧
伝
』
巻
四
、
于
法
蘭
伝
）
・ 
郗
超
（
三
三
六
〜
三
七
八
）
が
于
法
蘭
に
同
伴
し
て
客
死
し
た
于
道
邃
の
姿
を
図
写
し
、
支
遁
が
銘
賛
を
つ
く
っ
た
（『
高
僧
伝
』
巻
四
、
于
道
邃
伝
）
・ 
東
晋
の
と
き
（
四
世
紀
後
半
頃
）、
康
法
朗
の
弟
子
令
韶
が
法
朗
の
死
後
そ
の
木
像
を
造
り
朝
夕
丁
重
に
仕
え
た
（『
高
僧
伝
』
巻
四
、
康
法
朗
伝
附
伝
）
・ 
義
熙
十
二
年
（
四
一
六
）、
慧
遠
（
三
三
四
〜
四
一
六
）
の
寂
後
に
廬
山
の
東
林
寺
に
慧
遠
の
図
像
を
描
い
た
（『
高
僧
伝
』
巻
六
、
釈
慧
遠
伝
）
・ 
東
晋
以
降
、
山
西
か
ら
陝
西
に
か
け
て
の
各
地
の
廟
に
慧
達
（
劉
薩
訶
）
の
像
が
祀
ら
れ
た
（『
続
高
僧
伝
』
巻
二
五
、
釈
慧
達
伝
。『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
巻
下
、
神
僧
感
通
録
）
・ 
北
魏
・
太
平
真
君
六
年
（
四
四
五
）、
恵
始
（
？
〜
四
三
五
）
の
亡
骸
を
平
城
（
山
西
省
大
同
市
平
城
区
）
の
南
郊
へ
改
葬
し
、
冢
上
に
石
精
舎
（
石
造
の
墓
塔
か
）
を
立
て
そ
の
形
像
を
図
し
た
（『
魏
書
』
釈
老
志
）
　
こ
う
し
た
肖
像
の
制
作
に
し
ば
し
ば
老
荘
思
想
に
通
じ
格
義
仏
教
を
な
し
た
支
遁
や
そ
の
周
辺
の
孫
綽
、
郗
超
と
い
っ
た
東
晋
の
文
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
た
点
に
、
当
時
の
儒
・
仏
・
道
の
思
想
的
交
流
と
同
様
、
漢
人
士
大
夫
の
図
像
が
仏
僧
の
肖
像
に
転
用
さ
れ
る
素
地
を
見
出
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
ま
た
、
北
魏
の
恵
始
の
例
は
墓
塔
に
亡
僧
の
肖
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
霊
泉
寺
塔
林
以
前
の
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
右
の
諸
例
の
具
体
的
様
相
は
い
ず
れ
も
不
明
な
が
ら
、
中
に
は
凭
几
を
と
も
な
う
例
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
四
　
仏
僧
と
凭
几
の
関
わ
り
か
ら
み
た
　
　
霊
泉
寺
塔
林
の
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
の
表
象
　
前
章
で
は
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
、
特
に
墓
主
像
の
影
響
の
も
と
、
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（353）916
四
〜
五
世
紀
頃
に
遺
影
の
一
形
式
と
し
て
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
成
立
し
た
と
い
う
私
見
を
示
し
た
。
霊
泉
寺
塔
林
に
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
盛
行
し
た
の
は
、
そ
れ
が
墓
塔
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
べ
き
遺
影
の
定
型
的
表
現
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
墓
塔
に
遺
影
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
の
姿
は
何
を
表
象
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
述
の
門
田
氏
の
指
摘
を
敷
衍
す
れ
ば
、
そ
こ
に
中
国
的
身
分
秩
序
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
仏
僧
の
姿
を
可
視
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
凭
几
を
士
大
夫
身
分
の
象
徴
と
し
て
み
た
場
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
仏
僧
に
と
っ
て
凭
几
が
ど
の
よ
う
な
器
物
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
か
ら
霊
泉
寺
塔
林
の
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
の
表
象
を
検
討
し
た
い
。
　
在
俗
者
の
安
坐
具
に
由
来
す
る
凭
几
は
仏
僧
の
日
常
生
活
で
も
身
近
に
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
時
代
が
下
る
日
本
の
例
だ
が
、
南
北
朝
時
代
の
正
平
六
年
・
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
に
制
作
さ
れ
た
本
願
寺
第
三
世
覚
如
の
伝
記
で
あ
る
『
慕
帰
絵
詞
』
に
は
、
凭
几
に
身
体
を
も
た
れ
か
け
た
り
肘
を
つ
い
た
り
す
る
な
ど
崩
れ
た
姿
勢
で
凭
几
を
用
い
る
仏
僧
の
姿
が
み
ら
れ
る
（
図
15
）。
中
国
の
僧
伝
中
に
も
仏
僧
と
凭
几
の
関
わ
り
を
示
す
記
述
が
散
見
さ
れ
る
が
）
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（
、
特
に
筆
者
は
以
下
の
二
点
に
注
意
し
た
い
。
（
一
）
凭
几
と
講
説
　
戒
律
に
は
凭
几
の
使
用
に
関
す
る
明
確
な
規
定
を
見
出
せ
な
い
が
、
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
が
『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
中
で
頻
繁
に
引
用
す
る
な
ど
律
僧
た
ち
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
『
仏
説
目
連
問
戒
律
中
五
百
軽
重
事
』（
以
下
、
『
五
百
軽
重
事
』）
巻
上
問
法
事
品
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
図15　慕帰絵詞に描かれた凭几を
　　　用いる仏僧
ｃ　『口伝鈔』を口述筆記させる覚如
　　（巻十第一段）
ｂ　夭逝した孫の初七日の歌会で
　　悲嘆にくれる覚如（巻九第二段）
ａ　覚如に法相教学を教授する
　　行寛法印（巻三第二段）
915（354）
問
。
僧
中
説
法
高
座
上
得
凭
机
捉
麈
尾
不
。
答
。
不
病
凭
机
、
捉
塵
尾
犯
墮
。
非
尾
翅
者
皆
得
）
45
（
。
（
問
。
僧
が
説
法
に
あ
た
り
高
座
の
上
で
机
（
凭
几
）
に
も
た
れ
麈
尾
を
と
っ
て
も
よ
い
か
ど
う
か
。
答
。
病
で
な
い
の
に
机
（
凭
几
）
に
も
た
れ
、
麈
尾
を
と
る
こ
と
は
墮
（
一
人
な
い
し
三
人
の
比
丘
の
前
で
懺
悔
す
べ
き
罪
）
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。〔
た
だ
し
麈
尾
の
材
質
は
〕
尾
翅
で
な
け
れ
ば
み
な
よ
ろ
し
い
。）
　
船
山
徹
氏
に
よ
れ
ば
、『
五
百
軽
重
事
』
は
イ
ン
ド
と
慣
習
の
異
な
る
中
国
の
仏
僧
が
戒
律
を
奉
持
す
る
に
あ
た
っ
て
の
諸
々
の
疑
問
に
答
え
る
べ
く
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
、
四
一
三
年
〜
一
五
年
の
間
に
『
十
誦
律
』
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
た
卑
摩
羅
叉
（
三
六
九
〜
四
一
五
頃
）
に
対
す
る
質
疑
応
答
の
記
録
が
後
代
に
増
広
を
経
て
、
仏
説
と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
）
46
（
。
卑
摩
羅
叉
は
鳩
摩
羅
什
が
師
事
し
、『
十
誦
律
』
の
漢
訳
に
も
携
わ
っ
た
律
師
で
あ
っ
た
。
船
山
氏
は
右
の
引
用
箇
所
で
言
及
さ
れ
る
麈
尾
が
中
国
起
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
本
経
の
中
国
撰
述
説
の
証
左
の
一
つ
に
挙
げ
る
が
）
47
（
、
凭
几
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
　
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
『
五
百
軽
重
事
』
が
講
説
に
際
し
て
病
で
な
い
限
り
凭
几
に
「
も
た
れ
る
な
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
使
用
自
体
を
禁
じ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
僧
の
講
説
に
お
い
て
高
座
の
上
に
凭
几
が
置
か
れ
る
こ
と
が
む
し
ろ
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
麈
尾
に
つ
い
て
も
材
質
が
尾
翅
で
な
い
限
り
そ
の
使
用
は
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
と
解
せ
る
。
　
実
際
、『
高
僧
伝
』
巻
七
、
竺
道
生
伝
に
は
鳩
摩
羅
什
の
弟
子
で
あ
っ
た
竺
道
生
（
？
〜
四
三
四
）
の
臨
終
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
法
席
将
畢
、
忽
見
麈
尾
紛
然
而
墜
。
端
坐
正
容
隠
几
而
卒
。
顔
色
不
異
似
若
入
定
。
道
俗
嗟
駭
、
遠
近
悲
泣
）
48
（
。
（〔
竺
道
生
の
〕
法
席
が
ま
さ
に
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
と
つ
ぜ
ん
麈
尾
が
紛
然
と
落
ち
る
の
が
見
え
た
。〔
竺
道
生
は
〕
端
座
し
て
容
儀
を
正
す
と
、
几
に
よ
り
か
か
っ
て
卒
し
た
。
表
情
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
禅
定
に
入
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
道
俗
は
嘆
き
驚
き
、
遠
近
の
者
が
悲
し
み
泣
い
た
。）
　
法
席
の
終
了
間
際
に
卒
し
た
竺
道
生
は
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
）
49
（
。『
高
僧
伝
』
の
記
述
は
そ
の
入
寂
が
唐
突
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
か
ら
、
麈
尾
と
凭
几
の
使
用
は
講
説
に
お
い
て
一
般
的
な
慣
例
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
ま
た
、『
続
高
僧
伝
』
巻
九
、
釈
慧
弼
伝
に
よ
れ
ば
、
陳
の
太
建
十
年
（
五
七
八
）、
宣
帝
（
在
位
五
六
九
〜
五
八
二
）
の
勅
が
下
っ
て
慧
弼
は
長
城
（
浙
江
省
長
興
県
）
の
報
徳
寺
で
『
涅
槃
経
』
と
『
法
華
経
』
を
講
じ
た
。
こ
の
と
き
師
の
慧
哲
は
宣
帝
の
病
が
次
第
に
重
く
な
っ
て
き
た
の
で
慧
弼
を
京
室
へ
還
ら
せ
、
宣
帝
は
慧
弼
の
講
経
に
預
か
る
も
の
と
し
て
「
彎
几
、
麈
尾
、
経
書
、
義
疏
」
を
一
度
に
み
な
付
嘱
し
た
と
い
う
）
50
（
。
宣
帝
が
経
書
や
義
疏
と
共
に
彎
几
（
凭
几
）
と
麈
尾
を
付
嘱
し
た
の
も
、
両
者
が
講
説
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
証
左
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、『
五
百
軽
重
事
』
は
講
説
に
お
け
る
凭
几
の
使
用
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ
へ
も
た
れ
る
の
は
だ
ら
し
が
な
い
の
で
病
気
で
な
い
限
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
す
る
と
、
霊
泉
寺
塔
林
を
は
じ
め
と
す
る
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
に
講
説
の
姿
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
本
稿
で
は
し
ば
し
ば
霊
泉
寺
塔
林
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（355）914
の
仏
僧
像
が
本
来
は
安
坐
具
で
あ
る
凭
几
を
前
に
し
な
が
ら
そ
こ
へ
も
た
れ
る
こ
と
な
く
威
儀
を
正
し
た
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
様
相
は
『
五
百
軽
重
事
』
の
規
定
に
か
な
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
霊
泉
寺
塔
林
の
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
に
は
当
初
何
ら
か
の
持
物
を
執
っ
て
い
た
例
が
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
講
説
に
際
し
て
凭
几
と
共
に
威
儀
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
麈
尾
、
如
意
、
払
子
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
（
二
）
凭
几
と
臨
終
　
一
方
、
霊
泉
寺
塔
林
に
は
凭
几
を
と
も
な
い
右
手
に
数
珠
を
執
る
仏
僧
像
も
み
ら
れ
た
。
在
銘
塔
龕
で
は
貞
観
十
四
年
（
六
四
〇
）
開
鑿
の
光
天
寺
故
大
比
丘
尼
僧
順
禅
師
散
身
塔
（
図
２
ｄ
）
の
僧
順
禅
師
像
が
早
い
例
で
あ
る
。
図
15
ａ
の
よ
う
に
仏
僧
が
弟
子
へ
の
教
授
を
行
な
う
に
際
し
て
凭
几
と
数
珠
を
用
い
た
様
子
を
描
い
た
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
も
一
種
の
講
説
の
表
象
と
み
な
せ
る
が
、
基
本
的
に
数
珠
は
念
仏
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
。
中
野
聰
氏
は
中
国
に
お
け
る
数
珠
の
使
用
の
初
見
と
し
て
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
、
道
綽
伝
の
道
綽
（
五
六
二
〜
六
四
五
）
が
行
道
念
仏
の
際
に
数
珠
を
用
い
た
記
事
を
挙
げ
て
お
り
）
51
（
、
凭
几
を
と
も
な
い
数
珠
を
執
る
仏
僧
像
も
念
仏
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
な
か
、
凭
几
と
念
仏
の
組
み
合
わ
せ
が
仏
僧
の
臨
終
時
の
様
相
と
深
く
関
係
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
事
例
が
あ
る
。『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
よ
れ
ば
、
天
宝
九
載
（
七
五
〇
）
に
鑑
真
一
行
が
吉
州
（
江
西
省
吉
安
市
）
へ
至
っ
た
と
き
、
船
中
で
鑑
真
の
愛
弟
子
で
あ
る
祥
彦
が
死
期
を
悟
っ
た
。
そ
こ
で
、
鑑
真
は
焼
香
し
て
曲
几
（
凭
几
）
を
も
っ
て
来
さ
せ
る
と
そ
こ
へ
祥
彦
を
も
た
れ
か
か
ら
せ
、
西
方
を
向
か
せ
て
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
さ
せ
た
。
祥
彦
は
一
声
仏
名
を
唱
え
る
と
、
端
坐
し
た
ま
ま
入
寂
し
た
と
い
う
）
52
（
。
　
鑑
真
が
焼
香
し
、
祥
彦
に
西
を
向
か
せ
て
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
さ
せ
た
の
は
『
四
分
律
行
事
鈔
』
巻
下
之
四
瞻
病
送
終
篇
に
説
か
れ
る
病
僧
の
臨
終
行
儀
に
準
じ
た
所
作
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
凭
几
を
使
用
す
べ
き
と
の
規
定
は
な
い
が
、
臨
終
間
際
の
念
仏
に
際
し
て
ぐ
っ
た
り
し
た
身
体
の
支
え
と
し
て
凭
几
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
　
果
た
し
て
祥
彦
が
臨
終
時
の
念
仏
に
数
珠
を
用
い
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
臨
終
行
儀
の
念
仏
を
介
し
て
凭
几
と
数
珠
が
結
び
つ
き
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
順
禅
師
像
の
よ
う
な
凭
几
と
数
珠
を
と
も
な
う
形
式
が
臨
終
時
の
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
威
儀
を
正
し
た
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
は
定
型
化
し
た
形
式
に
な
ら
っ
た
と
共
に
一
種
の
理
想
化
に
よ
る
た
め
だ
ろ
う
。
結
び
│
│
凭
几
と
墓
葬
お
よ
び
霊
魂
観
　
以
上
、
本
稿
で
は
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
の
盛
行
と
い
う
現
象
を
出
発
点
に
（
第
一
章
）、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
隋
唐
以
前
に
確
立
し
後
代
ま
で
一
定
の
規
範
た
り
得
た
定
型
的
な
遺
影
の
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
（
第
二
、
三
章
）、
こ
う
し
た
形
式
の
淵
源
は
四
〜
六
世
紀
に
か
け
て
913（356）
の
漢
人
士
大
夫
の
表
象
で
あ
る
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
、
特
に
四
〜
五
世
紀
の
墓
主
像
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
（
第
三
章
）
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
は
遺
影
の
形
式
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
霊
泉
寺
塔
林
の
墓
塔
に
お
い
て
盛
行
し
、
そ
こ
に
は
講
説
の
姿
、
あ
る
い
は
数
珠
を
執
る
場
合
は
臨
終
時
の
姿
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
第
四
章
）。
　
つ
ま
り
、
漢
人
士
大
夫
を
表
象
す
る
図
像
で
あ
り
、
墓
主
像
と
し
て
も
広
く
行
な
わ
れ
た
「
麈
尾
と
凭
几
を
と
も
な
う
人
物
像
」
が
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
と
し
て
仏
僧
の
肖
像
（
特
に
遺
影
）
の
一
形
式
に
転
用
さ
れ
る
と
、
そ
の
表
象
す
る
と
こ
ろ
は
仏
教
教
団
に
お
け
る
凭
几
の
使
用
方
法
に
即
し
て
次
第
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
元
来
は
漢
人
士
大
夫
を
象
徴
す
る
器
物
だ
っ
た
凭
几
が
霊
泉
寺
塔
林
で
は
比
丘
か
比
丘
尼
か
に
か
か
わ
ら
ず
あ
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
や
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
必
ず
し
も
麈
尾
を
執
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
変
容
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
最
後
に
、
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
が
特
に
遺
影
と
し
て
用
い
ら
れ
た
背
景
に
、
凭
几
を
霊
魂
の
依
代
と
み
な
す
墓
葬
観
念
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
中
国
の
墓
中
か
ら
副
葬
品
と
し
て
凭
几
が
出
土
す
る
例
は
多
い
が
（
図
４
）、
墓
室
内
の
凭
几
を
前
に
諸
々
の
供
献
や
儀
礼
が
行
な
わ
れ
た
事
例
は
漢
唐
間
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
）
53
（
。
そ
れ
は
墓
主
の
霊
魂
が
凭
几
の
も
と
へ
現
前
す
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
　
こ
う
し
た
認
識
は
、
第
三
章
に
挙
げ
た
墓
主
像
の
諸
例
が
凭
几
を
と
も
な
う
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
凭
几
は
も
た
れ
か
か
っ
て
使
用
す
る
安
坐
具
と
い
う
性
格
上
、
そ
れ
を
使
用
す
る
人
物
の
存
在
や
日
常
の
起
居
を
象
徴
す
る
器
物
で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
墓
中
の
凭
几
は
死
者
の
霊
魂
の
存
在
を
暗
示
し
、
ま
た
、
凭
几
を
と
も
な
う
墓
主
像
は
そ
の
霊
魂
が
現
前
す
る
様
子
な
い
し
墓
主
の
日
常
的
な
生
活
風
景
の
表
象
た
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。
霊
泉
寺
塔
林
の
周
辺
で
は
安
陽
市
の
張
盛
墓
）
54
（
（
開
皇
十
五
年
〈
五
九
五
〉）（
図
４
ｃ
）
や
橋
村
墓
）
55
（
（
隋
）
か
ら
白
磁
製
の
三
足
凭
几
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
認
識
は
霊
泉
寺
塔
林
の
開
鑿
が
始
ま
っ
た
隋
代
に
は
安
陽
一
帯
に
も
及
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
　
右
の
よ
う
な
墓
葬
観
念
は
あ
く
ま
で
在
俗
者
の
も
の
だ
が
、『
続
高
僧
伝
』
巻
三
五
、
香
闍
梨
伝
に
は
梁
か
ら
北
周
に
か
け
て
益
州
で
活
動
し
た
香
闍
梨
の
死
後
、
墓
へ
埋
葬
す
る
と
き
に
棺
が
あ
ま
り
に
軽
い
の
で
弟
子
た
ち
が
棺
を
開
け
た
と
こ
ろ
亡
骸
は
な
く
「
几
杖
（
凭
几
と
杖
）」
を
残
す
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
）
56
（
。
こ
の
話
に
は
尸
解
仙
の
よ
う
な
神
仙
思
想
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
が
、
同
時
に
仏
僧
の
棺
に
凭
几
が
副
葬
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
義
浄
（
六
三
五
〜
七
一
三
）
は
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
二
、
尼
衣
喪
制
で
中
国
の
仏
僧
の
喪
制
が
儒
教
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
の
一
例
と
し
て
亡
僧
の
僧
房
に
「
霊
机
」
を
設
け
て
供
養
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
）
57
（
。
霊
机
の
形
状
は
不
明
だ
が
、
供
養
に
際
し
て
霊
魂
の
依
代
と
さ
れ
た
凭
几
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
初
唐
の
時
点
で
は
多
く
の
仏
僧
が
主
に
儒
教
に
基
づ
く
伝
統
的
な
霊
魂
観
に
則
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
、
凭
几
を
霊
魂
の
依
代
と
み
な
す
認
識
は
仏
僧
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（357）912
　
林
葬
お
よ
び
火
葬
が
盛
行
し
た
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
霊
魂
観
に
つ
い
て
は
三
階
教
と
の
関
係
も
含
め
検
討
の
余
地
を
有
す
る
が
、
墓
塔
に
凭
几
を
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
講
説
や
臨
終
時
の
仏
僧
の
姿
は
、
亡
僧
の
在
世
時
を
偲
ば
せ
る
顕
彰
や
追
慕
の
念
の
あ
ら
わ
れ
と
共
に
、
そ
の
霊
魂
が
凭
几
を
依
代
と
し
て
墓
塔
へ
現
前
す
る
様
子
の
表
象
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
﹇
注
﹈
（
１
）　
霊
泉
寺
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
河
南
省
古
代
建
築
保
護
研
究
所
『
宝
山
霊
泉
寺
』
（
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。
大
内
文
雄
『
南
北
朝
隋
唐
期
仏
教
史
研
究
』「
第
二
篇
第
八
章 
隋
唐
時
代
の
宝
山
霊
泉
寺
│
宝
山
霊
泉
寺
石
窟
塔
銘
の
研
究
│
」（
法
藏
館
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
一
九
九
七
年
）。
（
２
）　
霊
裕
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
常
盤
大
定
『
支
那
仏
教
の
研
究
』「
六 
隋
の
霊
裕
と
三
階
教
の
七
仏
階
名
」（
春
秋
社
、
一
九
三
八
年
。
初
出
一
九
二
七
年
）。
牧
田
諦
亮
『
中
国
仏
教
史
研
究 
第
一
』「
第
七
章 
宝
山
寺
霊
裕
伝
」（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。
初
出
一
九
六
四
年
）。
（
３
）　
前
掲
注（
２
）常
盤
文
献
。
（
４
）　
本
稿
で
扱
う
隋
唐
時
代
の
塔
龕
の
ほ
か
、
摩
崖
線
刻
仏
、
摩
崖
仏
龕
、
北
宋
時
代
の
碑
形
龕
な
ど
も
現
存
し
、
前
掲
注（
１
）『
宝
山
霊
泉
寺
』
は
大
住
聖
窟
、
大
留
聖
窟
を
含
む
宝
山
区
一
二
〇
龕
、
嵐
峰
山
区
八
九
龕
の
合
計
二
〇
九
龕
を
挙
げ
る
。
（
５
）　
釈
文
お
よ
び
訓
読
は
前
掲
注（
１
）大
内
氏
論
文
四
三
〇
頁
に
よ
っ
た
。
（
６
）　
劉
淑
芬
『
中
古
的
仏
教
与
社
会
』「
林
葬
│
│
中
古
仏
教
露
屍
葬
研
究
之
一
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
初
出
一
九
九
八
年
）
二
一
七
頁
、
二
三
五
頁
。
（
７
）　
前
掲
注（
５
）劉
氏
論
文
二
三
二
〜
二
三
六
頁
。
（
８
）　
前
掲
注（
５
）劉
氏
論
文
二
一
四
〜
二
一
九
頁
、
二
三
〇
〜
二
三
九
頁
。
（
９
）　
川
勝
守
「
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
火
葬
法
の
文
化
史
│
│
三
│
一
四
世
紀
に
つ
い
て
│
│
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
八
、
一
九
九
〇
年
）。
（
10
）　
前
掲
注（
５
）劉
氏
論
文
二
三
八
〜
二
三
九
頁
。
（
11
）　
「
中
国
肖
像
年
表
」（
松
下
隆
章
編
『
研
究
発
表
と
座
談
会 
肖
像
美
術
の
諸
問
題
│
高
僧
像
を
中
心
に
│
』
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
、
一
九
七
八
年
）。
（
12
）　
小
杉
一
雄
『
中
国
仏
教
美
術
史
の
研
究
』「
第
三
部 
第
一
章 
肉
身
像
、
加
漆
肉
身
像
、
遺
灰
像
」（
新
樹
社
、
一
九
八
〇
年
。
初
出
一
九
三
六
年
）。
小
林
太
市
郎
「
高
僧
崇
拝
と
肖
像
の
芸
術
│
隋
唐
高
僧
像
序
論
│
」（『
佛
敎
藝
術
』
二
三
、
一
九
五
四
年
）。
張
善
慶
「
高
僧
写
真
伝
統
鈎
沈
及
相
関
問
題
研
究
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
六
年
三
期
）。
稲
本
泰
生
「
唐
代
に
お
け
る
高
僧
像
の
制
作
と
鑑
真
和
上
像
前
史
│
│
八
世
紀
初
頭
を
中
心
に
│
│
」（
肥
田
路
美
編
『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集 
東
ア
ジ
ア
Ⅱ 
隋
・
唐
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
年
）。
鄭
弌
『
中
古
敦
煌
邈
真
論
稿
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）。
（
13
）　
前
掲
注（
12
）稲
本
氏
論
文
四
九
九
頁
。
（
14
）　
霊
泉
寺
塔
林
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
前
掲
注（
１
）、（
２
）、（
６
）各
文
献
・
論
文
、
前
掲
注（
12
）稲
本
氏
論
文
、
鄭
氏
文
献
の
ほ
か
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
塚
本
善
隆
『
塚
本
善
隆
著
作
集 
第
三
巻 
中
国
中
世
仏
教
史
論
攷
』「
第
八 
三
階
教
資
料
雑
記
」
（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
五
年
。
初
出
一
九
三
七
年
）。
李
裕
群
『
北
朝
晩
期
石
窟
寺
研
究
』「
下
篇 
六 
刻
経
反
映
的
鄴
城
三
階
教
的
影
響
」（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
ま
た
、
塔
龕
の
型
式
に
注
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
が
あ
る
。
李
光
安
「
安
陽
宝
山
霊
泉
寺
摩
崖
龕
窟
建
築
装
飾
探
求
」（『
装
飾
』
二
三
六
期
、
二
〇
一
二
年
）。
高
歌
「
宝
山
霊
泉
寺
墓
龕
形
象
浅
析
」（『
玉
林
師
範
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
）』
三
八
巻
四
期
、
二
〇
一
七
年
）。
（
15
）　
仏
僧
像
は
脇
侍
と
し
て
仏
僧
の
立
像
を
と
も
な
う
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
嵐
山
区
五
四
、
六
六
、
六
八
号
龕
は
人
物
像
が
失
わ
れ
て
い
る
が
題
記
か
ら
比
丘
尼
の
墓
塔
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
か
つ
て
仏
僧
像
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
な
お
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
が
摩
崖
塔
龕
と
は
別
に
霊
泉
寺
に
は
北
斉
時
代
と
さ
れ
る
単
層
石
塔
が
二
基
現
存
し
、
共
に
塔
身
内
部
は
空
洞
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
基
は
北
斉
・
河
清
二
年
（
五
六
三
）
の
紀
年
銘
と
「
寶
山
寺
大
論
師　
憑
法
師
焼
身
塔
」
と
い
う
題
記
を
と
も
な
い
、
霊
泉
寺
の
前
身
・
宝
山
寺
を
創
建
し
た
道
憑
の
墓
塔
と
考
え
ら
911（358）
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
石
塔
二
基
も
亡
僧
の
墓
塔
と
み
ら
れ
、
内
部
に
仏
僧
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
（
16
）　
嵐
峰
山
区
八
六
号
龕
は
龕
内
に
女
性
俗
人
像
を
二
体
あ
ら
わ
す
。
（
17
）　
前
掲
注（
１
）大
内
氏
論
文
四
一
四
〜
四
一
七
頁
。
（
18
）　
陸
錫
興
「
凭
几
源
流
」（『
中
国
典
籍
与
文
化
』
二
〇
〇
〇
年
一
期
）。
（
19
）　
呉
振
韓
「
三
足
凭
几
的
形
態
及
其
演
変
研
究
」（『
東
南
文
化
』
二
〇
一
七
年
四
期
）。
（
20
）　
張
彦
遠
撰
、
谷
口
鉄
雄
編
『
校
本 
歴
代
名
画
記
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
八
年
）
三
一
頁
。
（
21
）　
二
〇
一
七
年
九
月
に
筆
者
が
行
な
っ
た
現
地
調
査
お
よ
び
前
掲
注（
１
）『
宝
山
霊
泉
寺
』
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、
現
地
調
査
に
際
し
て
は
土
砂
崩
れ
の
た
め
宝
山
区
し
か
調
査
で
き
ず
、
本
稿
の
数
値
は
今
後
必
要
に
応
じ
て
訂
正
し
た
い
。
（
22
）　
僧
伽
に
つ
い
て
は
牧
田
諦
亮
『
中
国
仏
教
史
研
究 
第
二
』「
第
三
章 
中
国
に
お
け
る
民
俗
仏
教
成
立
の
過
程 
甲
篇 
僧
伽
和
尚
」（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。
（
23
）　
『
大
日
本
仏
教
全
書 
遊
方
伝
叢
書
第
三
』（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
七
年
）
五
五
頁
。
（
24
）　
凭
几
を
と
も
な
う
僧
伽
像
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
馬
世
長
「
大
足
北
山
仏
湾
一
七
六
与
一
七
七
窟
│
│
一
箇
奇
特
題
材
組
合
的
案
例
」（
重
慶
市
大
足
石
刻
芸
術
博
物
館
編
『
二
〇
〇
五
年
重
慶
大
足
石
刻
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。
陳
明
光
「
大
足
多
宝
塔
外
部
造
像
勘
査
簡
報
」（
前
掲
同
書
）。
牛
長
立
「
論
古
代
泗
州
僧
伽
像
僧
、
仏
、
俗
神
的
演
化
進
程
」（『
宗
教
学
研
究
』
二
〇
一
六
年
二
期
）。
前
掲
注（
12
）鄭
氏
文
献
「
第
八
章 
僧
伽
邈
真
：
在
地
化
的
箇
案
」（
初
出
二
〇
一
六
年
）。
（
25
）　
前
掲
注（
24
）牛
氏
論
文
一
〇
七
頁
。
（
26
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
七
六
四
頁
ｃ
〜
七
六
五
頁
ａ
。
（
27
）　
『
大
正
蔵
』
巻
四
六
、
八
〇
三
頁
ｃ
。
（
28
）　
鄭
岩
「
墓
主
画
像
研
究
」（
山
東
大
学
考
古
学
系
編
『
劉
敦
願
先
生
紀
念
文
集
』
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。
田
立
坤
「
袁
台
子
壁
画
墓
的
再
認
識
」（『
文
物
』
二
〇
〇
二
年
九
期
）。
柴
生
芳
「
東
魏
北
斉
壁
画
墓
の
研
究
│
│
正
面
向
き
墓
主
像
を
中
心
と
し
て
│
│
」（『
美
術
史
論
集
』
二
、
二
〇
〇
二
年
）。
門
田
誠
一
『
高
句
麗
壁
画
古
墳
と
東
ア
ジ
ア
』「
第
一
章 
第
一
節 
東
ア
ジ
ア
の
壁
画
墓
に
描
か
れ
た
墓
主
像
の
基
礎
的
考
察
│
│
魏
晋
南
北
朝
期
に
お
け
る
高
句
麗
古
墳
壁
画
の
相
対
的
位
置
│
│
」（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
二
〇
〇
五
年
）。
藤
井
康
隆
『
中
国
江
南
六
朝
の
考
古
学
研
究
』「
第
一
部 
第
四
章 
東
晋
南
北
朝
墓
の
墓
室
空
間
」（
六
一
書
房
、
二
〇
一
四
年
。
初
出
二
〇
一
三
年
）
七
〇
〜
八
一
頁
。
（
29
）　
河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
安
平
東
漢
壁
画
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）。
（
30
）　
「
東
北
文
物
工
作
隊
一
九
五
四
年
工
作
簡
報
」（『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
三
期
）。
（
31
）　
石
景
山
区
文
物
管
理
所
「
北
京
市
石
景
山
区
八
角
村
魏
晋
墓
」（『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
四
期
）。
（
32
）　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
『
酒
泉
十
六
国
墓
壁
画
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）。
（
33
）　
大
同
市
考
古
研
究
所
「
山
西
大
同
沙
嶺
北
魏
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
十
期
）。
（
34
）　
王
銀
田
・
劉
俊
喜
「
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
石
槨
壁
画
」（『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
七
期
）。
（
35
）　
前
掲
注（
28
）門
田
氏
文
献
「
第
一
章 
第
三
節 
高
句
麗
古
墳
壁
画
中
の
什
器
と
墓
主
│
│
凭
几
の
所
有
者
た
ち
│
│
」（
初
出
二
〇
〇
九
年
）
九
七
〜
九
八
頁
。
（
36
）　
『
朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑 
五 
高
句
麗
篇
（
三
）』（
朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
）
二
六
〜
七
七
頁
。
（
37
）　
前
掲
注（
36
）文
献
二
三
三
〜
二
三
五
頁
。
（
38
）　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
・
朝
鮮
画
報
社
編
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
』（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）。
（
39
）　
前
掲
注（
28
）門
田
氏
論
文
、
同
門
田
氏
文
献
「
第
一
章 
第
二
節 
高
句
麗
壁
画
古
墳
に
描
か
れ
た
麈
尾
を
執
る
墓
主
像
│
│
魏
晋
南
北
朝
期
の
士
大
夫
と
し
て
の
描
画
│
│
」（
初
出
二
〇
〇
七
年
）。
（
40
）　
遼
寧
省
朝
陽
市
袁
台
子
墓
（
北
燕
）
の
墓
主
像
は
下
半
身
の
損
傷
が
激
し
い
が
、
正
面
向
き
で
右
手
に
麈
尾
を
執
り
、
左
手
を
胸
前
に
置
い
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
付
注
箇
所
の
諸
例
と
同
じ
く
凭
几
を
と
も
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
（
41
）　
齋
藤
龍
一
「
道
教
像
の
す
が
た
と
ひ
ろ
が
り
│
│
南
北
朝
〜
唐
時
代
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
三
三
、
二
〇
一
〇
年
）
八
五
〜
八
六
頁
。
安
陽
霊
泉
寺
塔
林
に
お
け
る
「
凭
几
を
と
も
な
う
仏
僧
像
」
の
意
義
（359）910
（
42
）　
松
原
三
郎
『
中
国
仏
教
彫
刻
史
論 
本
文
編
』「
付
章 
道
教
像
論
考
│
│
斉
・
周
代
以
降
の
道
教
像
に
つ
い
て
│
│
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。
石
松
日
奈
子
「
維
摩
・
文
殊
の
研
究
│
│
中
国
南
北
朝
期
仏
教
美
術
に
お
け
る
左
右
対
置
表
現
の
一
例
と
し
て
│
│
」（『
南
都
佛
教
』
七
一
號
、
一
九
九
五
年
）。
前
掲
注（
41
）齋
藤
氏
論
文
。
（
43
）　
成
都
市
文
物
工
作
隊
ほ
か
「
成
都
市
西
安
路
南
朝
石
刻
造
像
清
理
簡
報
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
十
一
期
）。
高
金
玉
「
成
都
西
安
路
出
土
南
朝
維
摩
詰
造
像
弁
識
」（『
中
國
美
術
研
究
』
二
〇
一
六
年
三
期
）。
（
44
）　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
仏
僧
が
日
常
生
活
に
お
い
て
凭
几
を
用
い
た
例
（『
続
高
僧
伝
』
巻
十
三
、
釈
慧
壁
伝
）、
師
か
ら
弟
子
へ
凭
几
が
相
続
さ
れ
た
例
（『
続
高
僧
伝
』
巻
六
、
釈
真
玉
伝
）、
為
政
者
か
ら
凭
几
が
下
賜
さ
れ
た
例
（『
国
清
百
録
』
巻
二
、
王
受
菩
薩
戒
疏
〈
本
稿
第
二
章
参
照
〉。『
続
高
僧
伝
』
巻
九
、
釈
慧
弼
伝
〈
本
章
参
照
〉。『
続
高
僧
伝
』
巻
五
、
僧
旻
伝
）、
凭
几
が
副
葬
さ
れ
た
例
（『
続
高
僧
伝
』
巻
三
五
、
香
闍
梨
伝
〈
本
稿
結
び
参
照
〉）
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
（
45
）　
『
大
正
蔵
』
巻
二
四
、
九
七
四
頁
ａ
。
本
経
は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
流
布
し
た
諸
本
が
異
な
る
が
、
付
注
箇
所
の
引
用
は
諸
本
と
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
船
山
徹
「『
目
連
問
戒
律
中
五
百
軽
重
事
』
の
原
形
と
変
遷
」（『
東
方
學
報
（
京
都
）』
七
〇
、
一
九
九
八
年
）
二
三
七
頁
。
（
46
）　
前
掲
注（
45
）船
山
氏
論
文
二
六
五
〜
二
六
八
頁
。
（
47
）　
前
掲
注（
45
）船
山
氏
論
文
二
三
七
〜
二
三
八
頁
。
（
48
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
三
六
七
頁
ａ
。
（
49
）　
北
宋
の
李
公
麟
（
一
〇
四
九
〜
一
一
〇
六
）
に
よ
る
『
蓮
社
十
八
賢
図
』
に
は
慧
遠
に
よ
る
念
仏
結
社
、
白
蓮
社
に
関
わ
っ
た
十
八
人
の
僧
や
居
士
が
描
か
れ
た
。
李
公
麟
に
よ
る
原
本
は
現
存
し
な
い
が
、
李
沖
元
の
画
記
（「
元
中
記
」）
に
よ
れ
ば
こ
の
中
に
は
竺
道
生
も
描
か
れ
、
凭
几
と
麈
尾
を
と
も
な
い
講
説
す
る
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
（
た
だ
し
史
実
で
は
竺
道
生
は
白
蓮
社
に
参
加
し
て
い
な
い
）。
こ
れ
は
『
高
僧
伝
』
の
臨
終
時
の
場
面
を
典
拠
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
現
存
す
る
『
蓮
社
図
』
の
諸
本
に
も
凭
几
を
と
も
な
う
竺
道
生
が
み
ら
れ
る
。
（
50
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
四
九
五
頁
ａ
。
原
文
は
「
彎
几
」
を
「
鸞
几
」
に
作
る
が
三
本
お
よ
び
宮
本
の
「
彎
几
」
を
と
っ
た
。
（
51
）　
中
野
聰
「
奈
良
時
代
の
数
珠
と
阿
弥
陀
信
仰
」（『
風
土
と
文
化
』
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）
二
三
頁
。
（
52
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
一
、
九
九
二
頁
ａ
。
（
53
）　
小
南
一
郎
「
神
亭
壺
と
東
呉
の
文
化
」（『
東
方
學
報
（
京
都
）』
六
五
冊
、
一
九
九
三
年
）。
前
掲
注（
28
）藤
井
氏
論
文
六
四
〜
七
〇
頁
、
八
二
〜
八
五
頁
。
向
井
佑
介
「
墓
中
の
神
坐
│
│
漢
魏
晋
南
北
朝
の
墓
室
内
祭
祀
│
│
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
三
卷
一
號
、
二
〇
一
四
年
）
十
八
頁
、
二
六
頁
。
（
54
）　
考
古
研
究
所
安
陽
発
掘
隊
「
安
陽
隋
張
盛
墓
発
掘
記
」（『
考
古
』
一
九
五
九
年
十
期
）。
（
55
）　
安
陽
市
文
物
工
作
隊
「
河
南
安
陽
市
両
座
隋
墓
発
掘
報
告
」（『
考
古
』
一
九
九
二
年
一
期
）。
（
56
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
六
五
七
頁
ｂ
。
（
57
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
四
、
二
一
六
頁
ｂ
。
﹇
図
版
出
典
﹈
図
１　
河
南
省
古
代
建
築
保
護
研
究
所
『
宝
山
霊
泉
寺
』（
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
図
版
九
六
図
２
ａ　
同　
図
版
一
四
七
　
　
ｄ　
同　
図
版
一
〇
六
　
　
ｅ　
同　
図
版
一
〇
五
　
　
ｈ　
同　
図
版
一
〇
四
　
　
ｉ　
同　
図
版
一
〇
八
　
　
ｊ　
同　
図
版
一
二
二
図
４
ａ　
『
中
国
漆
器
全
集 
四 
三
国
│
元
』（
福
建
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
図
版
二
一
　
　
ｂ　
南
京
市
博
物
館
編
『
六
朝
風
采
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
図
版
二
五
〇
　
　
ｃ　
『
中
国
出
土
瓷
器
全
集 
十
二 
河
南
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
図
版
三
四
図
５　
『
中
国
石
窟 
敦
煌
莫
高
窟
三
』（
平
凡
社
・
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
図
一
五
909（360）
五
図
７　
『
宝
山
霊
泉
寺
』
図
版
一
〇
七
図
８　
『
中
国
石
窟
彫
塑
全
集 
七 
大
足
』（
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
図
十
九
図
９　
『
日
本
の
美
術 
三
八
八 
僧
侶
の
肖
像
』（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
四
一
図
図
10
ａ　
河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
安
平
東
漢
壁
画
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
図
四
〇
　
　
ｂ　
孫
機
『
漢
代
物
質
文
化
資
料
図
説
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
図
版
五
五
│
五
　
　
ｃ　
石
景
山
区
文
物
管
理
所
「
北
京
市
石
景
山
区
八
角
村
魏
晋
墓
」（『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
四
期
）
図
版
一
　
　
ｄ　
『
中
国
美
術
全
集 
墓
室
壁
画
一
』（
黄
山
書
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
一
頁
　
　
ｅ
│
１　
大
同
市
考
古
研
究
所
「
山
西
大
同
沙
嶺
北
魏
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
十
期
）
図
四
〇
　
　
ｅ
│
２　
同　
図
十
九
　
　
ｆ　
王
銀
田
・
劉
俊
喜
「
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
石
槨
壁
画
」（『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
七
期
）
図
六
図
11
ａ　
『
朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑 
五 
高
句
麗
篇
（
三
）』（
朝
鮮
遺
跡
遺
物
図
鑑
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
）
図
二
一
　
　
ｂ　
同　
図
二
八
八
　
　
ｃ　
同　
図
一
六
二
図
12
ａ　
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
『
雲
岡
石
窟
』
第
二
巻
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
雲
岡
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
）PLA
T
E 75 B
）
　
　
ｂ　
『
中
国
の
石
仏
│
│
荘
厳
な
る
祈
り
│
│
』（
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
九
五
年
）
図
二
四
図
13　
『
道
教
の
美
術T
A
O
ISM
 A
RT
』（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
・
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
）
図
七
二
図
14　
四
川
博
物
院
・
成
都
文
物
考
古
研
究
所
・
四
川
大
学
博
物
館
編
著
『
四
川
出
土
南
朝
仏
教
造
像
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
図
版
六
〇
│
一
図
15
ａ　
『
日
本
絵
巻
物
全
集 
第
二
〇
巻 
善
信
上
人
絵
・
慕
帰
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）Pl.57
　
　
ｂ　
同　
Pl.96
　
　
ｃ　
同　
Pl.107
図
２
ｂ
、
ｃ
、
ｆ
、
ｇ
、
図
３
、
図
６　
筆
者
撮
影
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
